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沖
縄
舞
踊　

エ
イ
サ
ー
講
座

　

５
月
７
日
（
土
）
か
ら
毎
週
土
曜
日
に
、

袖
ヶ
浦
公
民
館
で
沖
縄
舞
踊
「
エ
イ
サ
ー

講
座
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座

は
沖
縄
学
生
会
館
に
所
属
し
て
い
る
学
生
、

仲
西
裕
樹
さ
ん
を
中
心
に
、
島
袋
庄
太
さ

ん
、
上
間
元
希
さ
ん
が
交
代
で
講
師
を
務

め
て
い
ま
す
。

　

エ
イ
サ
ー
と
は
、
沖
縄
の
先
祖
の
霊
を

供
養
す
る
為
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
統
芸

能
で
す
。
体
に
響
く
太
鼓
の
音
、
全
身
を

使
っ
た
勇
壮
な
踊
り
。
市
民
ま
つ
り
「
習

志
野
き
ら
っ
と
」
の
パ
レ
ー
ド
で
見
た
と

い
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
歴
史
は

　

年
以
上
前
の
「
李
朝
実
録
」
の
中
に
沖

500縄
の
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
エ
イ

サ
ー
の
起
源
は 「
念
仏
踊
り
」 で
あ
る
と
言

ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
ウ
ド
ゥ
イ

わ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
内
で
も
地
区
ご

と
に
踊
り
が
違
い
ま
す
。
仲
西
先
生
達
は

小
学
校
の
運
動
会
で
初
め
て
踊
り
、
沖
縄

学
生
会
館
で
の
２
年
間
の
生
活
の
中
で
、

先
輩
か
ら
の
踊
り
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

　

公
民
館
で
の
受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女

性
で
す
。
大
太
鼓
、
締
太
鼓
、
パ
ー
ラ
ン

ク
ー
と
呼
ば
れ
る
小
太
鼓
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
締
太
鼓
は
、
サ
ラ
シ
で
左
手
首

と
太
鼓
を
固
定
し
、
太
鼓
に
巻
い
て
あ
る

細
い
縄
を
つ
か
み
ま
す
。
約
１
�
の
締
太

鼓
を
打
ち
な
が
ら
手
を
大
き
く
回
す
の
で
、

指
の
皮
が
む
け
て
し
ま
う
為
、
指
に
テ
ー

ピ
ン
グ
し
た
り
軍
手
を
着
け
ま
す
。
練
習

は
沖
縄
民
謡
の
Ｃ
Ｄ
に
あ
わ
せ
て
始
ま
り

ま
し
た
。
歌
詞
は
沖
縄
の
方
言
な
の
で
、

聞
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
沖
縄

県
人
会
の
伊
波
尚
義
会
長
に
聞
き
取
り
の

コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沖
縄

で
は
母
音
を
「
あ
い
う
」
し
か
発
音
せ
ず
、

「
え
お
」
は
「
あ
い
う
」
に
変
え
て
発
音

す
る
そ
う
で
す
。
例
え
ば
「
念
仏
」
は

「
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
」
と
な
り
ま
す
。
曲
は

リ
ズ
ミ
カ
ル
で
、
自
然
に
体
が
動
き
ま
す
。

手
足
を
大
き
く
動
か
し
な
が
ら
の
演
奏
な

の
で
、
冷
房
の
中
で
も
す
ぐ
汗
が
吹
き
出

し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
は
神
や
祖
先

へ
の
感
謝
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す
。
太
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
手
を
大
き
く
回
し
、
高

く
膝
を
上
げ
、
足
踏
み
を
し
て
、
時
に
は

　

度
も
回
転
す
る
と
い
う
事
を
同
時
に
進

270行
し
ま
す
。
全
て
の
動
作
を
一
緒
に
す
る

事
は
、
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。
帰

宅
し
て
か
ら
も
、
お
盆
と
お
箸
で
練
習
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
先
生
方
は
一
人
一

人
を
見
て
「
Ｏ
Ｋ
！
出
来
て
ま
す
よ
」
と

励
ま
し
た
り
、
細
か
い
質
問
に
も
丁
寧
に

指
導
を
し
て
く
れ
ま
す
。
受
講
者
と
の
息

も
バ
ッ
チ
リ
で
、
楽
し
い
雰
囲
気
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

７
月　

日
（
日
）
の
「
習
志
野
き
ら
っ

２４

と
」
の
パ
レ
ー
ド
に
、
袖
ヶ
浦
公
民
館
の

「
エ
イ
サ
ー
」
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
衣

装
も
手
作
り
な
が
ら
、
本
物
ら
し
く
仕
上

げ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
頑
張
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
。

�きくたこどもまつり
日　程：7月 2日（土）　午後 4時～午後 8時　前夜祭
　　　　7月 3日（日）　午前 10 時～午後 2時　本祭
場　所：菊田公民館
内　容：前夜祭／おばけ屋敷、菊田囃子、模擬店等
　　　　本祭／おばけ屋敷、影絵人形づくり、おもちゃ病院、模擬店等
�第19回納涼風物祭
日　程：7月 2日（土）・3日（日）　午後 3時～午後 9時
場　所：京成谷津駅北口前サンプラザ広場
内　容：あさがお、ほおづき庭園、模擬店、ゲーム、大当たり
　　　　スピードくじ、書道教室展示会、ステージイベント等
�第3回生涯学習セミナー　「メディアと子ども」
日　程：7月 23 日（土）　午後 1時 30 分～午後 3時
場　所：谷津公民館　1F集会室
講　師：千葉大学教育学部　助教授　藤川大祐氏
対　象：一般 80 名
内　容：子どもを巡る数々の事件に携帯電話やメール交換、
　　　　テレビゲームなどのメディアが関係する昨今、私た
　　　　ちは子どもたちをどう指導したらいいのか、メディ
　　　　アと子どもの関係について考えてみませんか。
問い合わせ先：屋敷公民館　電話 047-475-4354
※保育希望の方は、7/1 ～ 16 までに屋敷公民館へ電話でお申
　し込み下さい。保育対象：2歳以上～未就学児
�市民まつり　習志野きらっと2005
日　程：7月 24 日（日）
まつり広場
時　間：午前 10 時～午後 9時
場　所：市役所前グランド
パレード
時　間：午後 3時～午後 8時 45 分
場　所：市役所通り、市役所前広場
※今年は花火大会が開催されません。また、本まつりは 7月
　の最終日曜日開催ではありませんので、お間違えないよう
　お気を付け下さい。
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�
紫
陽
花
（
ア
ジ
サ
イ
）

　

梅
雨
の
季
節
、
雨
の
雫
を
い
っ
そ
う
美

し
く
引
き
立
て
る
花
と
い
え
ば「
紫
陽
花
」

を
思
い
出
し
ま
す
。
紫
陽
花
は
日
本
原
産

の
植
物
で
、
名
前
は
青
い
花
が
集
ま
っ
て

咲
く
姿
か
ら
、
集
め
る
の
意
の
「 
集 
」
に

あ
づ

青
の
意
の「 
真
藍 
」で
、「
あ
ず
さ
あ
い
」か

さ
あ
い

ら
「
あ
じ
さ
い
」
に
な
っ
た
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。
紫
陽
花
の
花
び
ら
の
様
に
見

え
る
の
は
ガ
ク
で
、
実
際
の
花
は
中
心
部

分
の
小
さ
な
ツ
ブ
ツ
ブ
で
す
。
現
在
は

色
々
な
品
種
が
売
ら

れ
て
お
り
、
青
、
紫
、

ピ
ン
ク
、
白
な
ど
色

と
り
ど
り
で
す
。
土

壌
が
酸
性
だ
と
青
く

な
り
、
ア
ル
カ
リ
性

だ
と
赤
く
な
り
ま
す
。

梅
雨
か
ら
夏
に
か
け

て
咲
く
紫
陽
花
は「
七

変
化
」と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
咲
い
て
い
る

う
ち
に
白
か
ら
青
紫

に
だ
ん
だ
ん
色
が
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
鎖
国
時
代
に
シ
ー
ボ
ル

ト
が
記
し
た
「
日
本
植
物
誌
」
に
は
、
紫

陽
花
を「
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ア　

オ
タ
ク
サ
」

と
い
う
名
前
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
の
恋
人
「
お
滝
さ
ん
」
へ
の
想
い
を

名
付
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

紫
陽
花
は
習
志
野
市
の
市
花
で
も
あ
り

ま
す
。
昭
和　

年
に
市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト

４５

に
よ
り
市
花
は
紫
陽
花
、
市
木
は
ア
カ
シ

ア
と
決
ま
り
ま
し
た
。
習
志
野
市
で
は
５

月　

日
か
ら
８
月　

日
ま
で
に
出
生
届
け

１５

３１

を
市
民
課
窓
口
に
提
出
す
る
と
、
紫
陽
花

の
苗
木
の
引
換
券
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

引
渡
し
の
窓
口
は
、
公

園
緑
地
課
で
す
。
紫
陽

花
の
よ
う
に
ス
ク
ス
ク

と
丈
夫
に
成
長
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

　

紫
陽
花
の
お
勧
め
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
編
集
部
ま
で
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

『2006年国公私立大・短大受験年鑑』をプレゼント!!
国公立・私立大、短大計333校の紹介を掲載している「2006年国公私立大・短大
受験年鑑　君はどの大学を選ぶべきか東日本版（発行：大学通信社）」を350名様
にプレゼント致します。(予定数量がなくなり次第、終了させていただきます）
各校の学部学科組織図や取得できる資格一覧、学びたい分野から希望大学がわかる
キーワード検索など掲載。
　大学入試出題最多の朝日新聞と併読して、受験に役立てよう！
【応募方法】
　受験生の方の①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号を記入の上、上記住所習志野販売
「2006年大学年鑑プレゼント」係までハガキ、FAXまたは、Eメールにてお申込み
　下さい。応募締切日は7/23（土）到着分まで有効です。

※プレゼントのご応募は当社取扱新聞ご購読のお客様のみと致します。
※裏面の読者プレゼントとは別にお申込み下さい。

『2006年国公私立大・短大受験年鑑』をプレゼント!!「2006年国公私立大・短大受験年鑑」をプレゼント!!


